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【緒言】

硬性鏡の歴史は古く、1877年にドイツの医師ニ

ッツェによる膀胱鏡の|刑発にまで遡る。以後，内

視鏡は各科領域において検査あるいは小手術ツー

ルとして使用され臨床の現場で欠かすことのでき

ないものとなっていった。1980年代後半に腹腔鏡

下胆戦摘出術が臨床導入されると，この低侵襲手

術は胆石症に対する標準術式として普及し１日本

内視鏡外科学会によるアンケートでは，現在，胆

嚢摘出術の80％以上が．鏡視下で行われていると

報告されている')。この鏡視下手術は，各領域の

外科手術に急速に応用され，現在では，肺癌，食

道癌，胃癌，大腸癌，乳癌等，悪性腫畷にも適応

が拡大されるに至っている。

一方，産婦人科領域における腹腔鏡下手術は，

リプロダクション分野から普及しはじめ、付属器

腫瘍や子宮に対する手術へと発展してきたが，悪

性腫瘍への手術に関しては，いまだ，保険収救さ

れるに至っていない。

日本産婦人科手術学会によるアンケート調査2）

(会員所属施設559施設中295施設より回答：回答

率528％）によると2004年度分の調査で73.2％の

施設において腹1腔鏡下手術が行われており，総手

術数に占める腹腔鏡下手術の割合も24.0％にのぼ

るとされている。ところが。卵巣護腫摘出術，付

属器摘出術に占める腹腔鏡下手術の割合がそれぞ

れ．66.7％，25.5％なのに対し，良性疾患に対.す

る単純子宮全摘術に占める腹腔鏡下あるいは腹腔

【要約】

今後も需要が高まると考えられる腹腔鏡下単純

子宮全摘術（LAVH，ＬｆＬＴＬＨ）について後方視

的に検討した。2000-2005年に当施設で施行した

腹腔鏡下単純子宮全摘術症例は1301列あり，腹式

あるいは膣式も含めた単純子宮全摘術に占める腹

腔鏡下手術の割合は漸噌傾向にあり，2005年には

41.7％であった。術前診断では子宮筋腫が最も多

く，鏡視下手術選択理由としては．既往手術によ

る癒着が疑われることが最も多かった。鏡視下で

の子宮血管部処理の有無により．ＬＡＶＨ群と

LH/TLH群に分けて手術成績の比校検討を行う

と手術時間は，LAVII群で有意に短く，一方，術

中出血量は，ＬＨ/TLH群で有意に少ないことが

わかった。開腹手術移行率は7.1％であったが，

術中合併症による開腹移行は．出血コントロール

に苦慮した２１列のみであり，これらは技術向上に

より回避できるものと考えられる。卵巣腫瘍手術

や子宮外妊娠手術に比べて，まだ、腹腔鏡下lii純

子宮全摘術を穣極的に行っている施設は少ないよ

うであるが，何より‘その低役製性から患者ニー

ズは今後も増々高まることが予想される。周辺機

器のさらなる充実も重要であるが，何よりも手術

に携わる我々自身の技術向上．対象症例の十分な

評価の上での選別が最も重要であり，安全性を十

分担保できる治療法として今後も取り組んでいき

たい。

－２０－ 












	cover
	2007年06月05日13時10分01秒

